
唾液アミラーゼ活性測定による個性の抽出 

 – 認知症デイサービスにおける事例 - 
 

山口郁博 1 管谷由紀子 2 尾方睦望 2 

東京大学 1 医療法人翔洋会 2 

 

概要：唾液アミラーゼ活性の測定（ストレス評

価）が認知症デイサービスにおいて対象者の個性

を理解するソースの一つになることを昨年報告

した。特に、A氏（レビー小体型認知症、高齢）の

ストレスは、デイサービスでの活動後ほぼ一定に

なるという他者にはあまり見られない特徴を持

ち注目された。ただし、測定を行ったのは集団音

楽療法においてのみであった。そこで今回、同様

の評価を集団音楽療法以外のいくつかの活動に

おいて行い、新しい知見（A 氏に対するより深い

理解）を得たので報告する。ケア現場における唾

液アミラーゼ活性測定の新しい活用法を例示す

るものである。 

 

1. はじめに 

唾液アミラーゼ活性の測定（ストレス評価）は

例えば「音楽療法はストレスを低減する」など、

メンタルケアにおけるエビデンス創出を目標と

する被験者多数による法則定立的研究において

行われることが多く[1,2]、認知症ケアにおいて

も報告がある[3,4]。しかしながら、そのエビデン

スで示される低減効果は比較的小さいことが多

い（たとえば[5]）。統計用語で言うと、p値は確

かに小さく「統計的有意差」であることは間違い

ないが（つまり、エビデンスとしての資格をもつ

が）、効果量 d値が小さいことが多い。 

実は我々の研究においても音楽療法のストレ

ス低減効果を実証する目的で被験者 5名、12週に

わたる測定を行い、統計処理を行った。しかし予

想を裏切りストレス低減効果について統計的に

有意な結果は得られなかった[6] 

そこで視点を変え、データを個人個人の時系列

信号として周波数分析を行ったり、音楽療法直前

値と直後値の相関を調べたりした。すると、各人

のデータ列の特徴に大きな個人差があり、それは

当デイケア―サービスで行っている音楽療法に

対する各人の応答の個性（参加することでストレ

スを緩和する、むしろ増大させる、参加前にばら

ついても参加後は一定にする、など）と解釈され、

しかも介護士らの現場での観察と整合している

ものであった。そのことから我々は、唾液アミラ

ーゼが各個人の個性を理解する個性記述的研究

のツールになりうると考えた[6]。 

 今回はその内容を更に深めるため、前回の測定

で音楽療法に対する“優等生的”な応答（参加前

のストレスが低すぎるときは参加後にストレス

を上げ、逆に参加前に高ぶっているときにはスト

レスをさげ、参加後の値はほぼ一定）であった A

氏について、彼が参加している音楽療法以外のす

べての活動の前後で測定を行った。 

 

2. 方法 

対象者 A 氏は 90 歳男性 要介護２、レビー小

体型認知症、MMSE21 点、主症状：レム睡眠障害、

暴言、暴力、便秘、リバスチグミン 18mg、メマン

チン塩酸塩 20㎎、チアプリド塩酸塩 50㎎、妻（要

介護）、娘夫婦、孫と同居、折り合いが悪く、孤

立している。デイサービス（定員 15名、軽度認知

症クラス）週 4回利用。商船大学卒（キャプテン）、

金融機関勤務（労働組合長）。引退後は町内会長

など常にリーダーシップをとる。唾液アミラーゼ

活性の測定には NIPRO 製モニターを用い[7], プ

ロットにおいては測定値[kU/L]の常用対数を用

いた[8,9,10]。週 4回(臨床美術、リズム体操、音

楽療法、筋トレ)の前後測定を３ヶ月間行った。 

 

3. 結果 

図１に結果を示す。A 氏の各活動におけるスト

レス変化のパターンが各活動で異なっている様

子が分かる。活動前のバラつきはどの活動の際に

も同程度あるが、活動後のバラつきは音楽療法の

時に小さくなっている（前回報告に比べるとやや

バラつきが大きくなっているが）。 
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4. 議論 

前回は音楽療法に対する「A 氏の個性」が現れ

た。今回は A氏における「音楽療法の個性」が現

れた。これらの結果がどのような理由に基づくの

か、またそれは A氏にとって当デイケアサービス

の音楽療法が有効に作用している証拠になるの

か、今後検討していく必要があるが、唾液アミラ

ーゼの測定が対象者の（あるいは介入活動の）「個

性」を理解する上で有用であることはより確かに

なった。医療・ケアにおいて、ややもすると対立

的に捉えられるエビデンスとナラティブ[11,12]、

量的研究と質的研究[13,14]、法則定立的研究と

個人記述的研究[15]などを融合すべきという主

張があるが、その具体策の一つとして唾液アミラ

ーゼモニターが利用できるのではないかと考え

ている。 
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